
神奈川県国民健康保険団体連合会　　 
理事長　内野　　優 
神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会　　 
会　長　山本　裕司 
国民健康保険中央会　　 
会　長　岡﨑　誠也

自分のため、家族のため、みんな受けよう特定健診!

神奈川県国民健康保険団体連合会 
https://www.kanagawa-kokuho.or.jp 

令和２年度いせはら景観写真展（一般の部）市長賞作品　題名：神山が見守る新東名

神奈川の 

こくほ・かいご 

新年の 
ごあいさつ

2022 
冬号  
vol.404



神奈川のこくほ・かいご●2022 冬 1

2 0 2 2  H a p p y  N e w  Y e a r  
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
理
事
長
の
海
老
名
市
長
内
野
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
令
和
４
年
、
新
春
を
迎
え
、
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
本
連
合
会
の
運
営

に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
は
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
社
会
経
済
活

動
に
様
々
な
影
響
が
あ
っ
た
１
年
で
し
た
。

幸
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
が
、
収
束
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
状

況
で
あ
り
、
今
後
は
、
感
染
症
対
策
と
社
会

経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
る
取
り
組
み
が
よ

り
一
層
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
そ
う
し
た
中
で
、
本
会
は
、
緊
急
事
態
宣

言
下
に
お
い
て
も
「
事
業
の
継
続
が
求
め

ら
れ
る
事
業
者
」
と
し
て
、
診
療
報
酬
を
は

じ
め
と
し
た
各
種
審
査
支
払
業
務
を
遅
滞

な
く
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
住
所
地
の
市
町
村
外
の
医
療
機

関
等
で
接
種
等
を
行
っ
た
場
合
の
費
用
の

請
求
支
払
事
務
を
昨
年
４
月
か
ら
行
っ
て

お
り
、今
年
も
、引
き
続
き
、追
加
接
種（
３

回
目
接
種
）
分
を
含
め
て
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

　
今
後
も
関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め

の
支
援
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
本
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
国
保
事
業
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
う
と
い
う
本

会
の
設
立
目
的
を
踏
ま
え
、
診
療
報
酬
等

の
審
査
支
払
業
務
や
保
険
者
事
務
電
算
共

同
処
理
事
業
等
の
実
施
を
通
じ
て
、
引
き

続
き
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供

す
る
こ
と
を
基
本
に
業
務
運
営
に
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
す
。 

　
ま
た
、
保
険
者
支
援
の
充
実
・
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
引
き
続
き
、
第
二

期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
平
成
30
年
度
〜

令
和
５
年
度
）
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
計

画
策
定
及
び
計
画
の
円
滑
な
推
進
に
向

け
、「
保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会
」
に

よ
る
具
体
的
な
評
価
・
助
言
を
行
う
と
と

も
に
、
保
険
者
等
が
取
り
組
む
医
療
費
適

正
化
対
策
の
推
進
に
向
け
て
第
三
者
行
為

求
償
事
務
等
に
対
す
る
支
援
も
積
極
的
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
加
え
て
、
被
保
険
者
の
資
格
情
報
を
一

元
的
に
管
理
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

等
シ
ス
テ
ム
が
令
和
３
年
10
月
に
運
用
が

開
始
さ
れ
、
医
療
機
関
で
の
健
康
保
険
証

の
資
格
確
認
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
本
会
で
は
、
今
後
も
、
保
険
者

等
の
皆
様
と
連
携
し
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定

運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
の
水
準
を
維

持
・
改
善
し
て
、
適
切
な
情
報
の
管
理
を

引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が
様
々
講
じ
ら
れ
る

中
、
今
後
も
、
新
た
な
課
題
に
対
応
し
て
い

く
必
要
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
保

険
者
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
本
会

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
と
も

に
、
保
険
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
き

ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
昨
年
６
月
よ
り
前
会
長
の
石
山

直
己
先
生
の
後
任
と
し
て
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
会
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
昭
和
51
年
（
１
９
７
６

年
）
に
横
浜
市
大
医
学
部
を
卒
業
し
、
卒
業

後
は
２
年
間
の
研
修
を
経
て
横
浜
市
大
第

一
外
科
（
現
外
科
治
療
学
）
に
入
局
、
以
後

外
科
医
と
し
て
主
に
消
化
器
を
専
門
に
扱

っ
て
き
ま
し
た
。医
師
と
し
て
の
45
年
間
の

う
ち
、
こ
こ
10
年
間
は
外
科
医
と
し
て
だ
け

で
な
く
県
立
足
柄
上
病
院
お
よ
び
藤
沢
湘

南
台
病
院
の
院
長
と
し
て
臨
床
だ
け
で
な

く
病
院
経
営
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
こ
数
年
は
診
療
報
酬
審
査
委

員
と
し
て
審
査
に
も
係
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
神
奈
川
県
国
保
連
合
会
の
一

員
と
し
て
審
査
委
員
会
の
円
滑
な
運
営
に

尽
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
蔓
延
し
て
い
る
中
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
湧
き
ア
ス
リ
ー

ト
達
か
ら
勇
気
を
も
ら
っ
た
反
面
、
秋
か

ら
の
コ
ロ
ナ
感
染
第
５
波
の
影
響
で
医
療

の
方
は
病
床
の
逼
迫
も
相
ま
っ
て
崩
壊
寸

前
で
し
た
。
診
療
報
酬
審
査
の
面
で
も
影

響
を
受
け
、
審
査
期
間
中
の
打
合
会
や
常

務
処
理
委
員
会
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
多

く
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
問
題
が
先
送
り

に
な
っ
て
い
た
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
「
国
保
審
査
業
務
充
実
・
高
度
化
基
本

計
画
」
に
沿
っ
た
全
国
国
保
連
合
会
の
審

査
基
準
の
統
一
化
は
粛
々
と
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
１
昨
年
（
２
０
２
０

年
）
９
月
に
は
〝
審
査
結
果
の
不
合
理
な
際

の
解
消
〞、〝
支
払
基
金
と
連
合
会
シ
ス
テ

ム
の
整
合
性
か
つ
効
果
的
な
あ
り
方
等
〞

を
検
討
す
る
目
的
で
「
審
査
支
払
い
機
能

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
が
設
置
さ

れ
、
厚
労
省
・
支
払
基
金
・
国
保
中
央
会

の
三
者
の
協
議
に
よ
り
昨
年
（
２
０
２
１

年
）
３
月
に
「
審
査
支
払
い
機
能
に
関
す
る

改
革
工
程
表
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
２
０

２
４
年
度
ま
で
に
は
全
国
国
保
連
合
会
で

は
約
９
０
０
０
項
目
に
つ
い
て
の
審
査
基

準
の
統
一
化
を
図
り
、
さ
ら
に
支
払
基
金

の
審
査
基
準
と
の
差
異
解
消
を
図
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
医
療
そ
の
も
の
が

多
様
性
で
あ
り
、
患
者
の
状
態
や
、
環
境
に

よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
適
切
な
医
療
は
様
々

で
す
。
ま
た
、
近
年
新
し
い
薬
や
治
療
法
の

開
発
な
ど
医
療
の
進
歩
は
め
ま
ぐ
る
し

く
、
現
在
の
と
こ
ろ
審
査
委
員
の
医
学
的

判
断
に
委
ね
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が

現
状
で
す
。
こ
う
し
た
事
務
職
員
や
審
査

委
員
の
負
担
を
軽
減
す
べ
く
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
充
実
も
図
ら

れ
て
は
い
ま
す
が
、
今
は
過
渡
期
で
も
あ

り
、
か
え
っ
て
事
務
職
員
や
審
査
委
員
に

か
か
る
負
担
も
増
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
今
年
度
は
診
療
報
酬
改
定
の
年

で
も
あ
り
、
今
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
「
臨
時
的
取
り
扱
い
」
と
さ
れ

て
き
た
も
の
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が

あ
り
、
注
視
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
、
診
療
報
酬
改
定
に
伴
い
作
業
量

も
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、

審
査
に
あ
た
っ
て
は
常
に
「
適
正
で
公
平

性
」
を
担
保
す
る
こ
と
を
心
が
け
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
様
に

と
っ
て
穏
や
か
で
幸
せ
な
年
に
な
る
様
、

ま
た
神
奈
川
県
国
保
連
合
会
が
よ
り
一
層

働
き
や
す
い
職
場
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し

て
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会 
会　長　山本　裕司
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
令
和
４
年
の
新
春
を
迎
え
、
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
国
保
中
央
会
の
運

営
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
一
昨
年
よ
り
全
国
各
地
で
猛
威
を
振
る

っ
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
感
染
防

止
対
策
の
徹
底
に
よ
り
一
定
の
成
果
が
見

ら
れ
る
と
は
言
え
、
引
き
続
き
警
戒
が
必

要
な
状
況
で
あ
り
、
我
々
、
国
保
関
係
者
と

し
ま
し
て
は
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る

国
民
皆
保
険
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
立
場

か
ら
、
本
年
に
お
き
ま
し
て
も
国
保
事
業

は
も
と
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
事
業

の
実
施
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
や
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
が
進
む
中
で
、
国
保
制

度
を
取
り
巻
く
環
境
は
更
に
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
す
べ
て

の
世
代
が
安
心
感
と
納
得
感
の
得
ら
れ
る

全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
目
指

し
、
様
々
な
改
革
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

　
昨
年
６
月
に
成
立
し
た
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
窓
口
負
担
割
合
の
見
直

し
や
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
の
拡
充
に
加

え
、
保
健
事
業
に
お
け
る
健
診
情
報
等
の

活
用
促
進
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
本
年
４

月
よ
り
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な

る
２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
医
療
・
介

護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括

的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
の
構
築
を
実
現
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
や

医
療
機
関
、
介
護
事
業
者
等
と
密
接
に
関

連
し
て
い
る
国
保
連
合
会
及
び
中
央
会

は
、
そ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
国
保
連
合
会
及
び
中
央
会
に
お

い
て
は
、
昨
年
３
月
に
厚
生
労
働
省
・
支

払
基
金
・
中
央
会
の
三
者
で
策
定
し
た

「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
」

に
基
づ
き
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ

ウ
ド
化
や
、
支
払
基
金
の
シ
ス
テ
ム
と
の

整
合
性
の
実
現
な
ど
、
質
の
高
い
平
等
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
中
長
期
的
な
シ

ス
テ
ム
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た
取
り
組

み
を
着
実
に
進
め
て
行
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

　
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
続
く
中
、
本
会
と
し
ま
し
て
は
、
全

国
の
国
保
連
合
会
の
皆
様
と
こ
れ
ま
で
以

上
に
一
体
と
な
り
、
全
国
知
事
会
、
全
国
市

長
会
、
全
国
町
村
会
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
団
体
や
国
保
組
合
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
な
ど
の
関
係
団
体
と
も
十
分
に

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
医
療
費
の
審
査
支

払
は
も
と
よ
り
、
保
健
事
業
や
様
々
な
事

務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
運
用
な
ど
、

保
険
者
の
皆
様
の
業
務
支
援
に
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
て
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
素
晴

ら
し
い
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。 

令
和
４
年
　
元
旦
 

 

国民健康保険中央会 
会　長　岡﨑　誠也

新
年
の
 

ご
あ
い
さ
つ

2 0 2 2  H a p p y  N e w  Y e a r  
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■表紙の説明 ─「令和２年度いせはら景観写真展(一般の部)
市長賞作品　題名：神山が見守る新東名」 

　「いせはら景観写真展」の令和２年度市長賞（一般の部）作品で開通間近の
新東名高速道路と冠雪の大山です。 
　大山への信仰は古く、江戸庶民の信仰と行楽を兼ね備えた「大山詣り」は、
平成 28年に日本遺産に認定されました。宿坊や参道沿いに軒を連ねる茶店
や土産物屋では、当時の風情を感じることができ、もともと精進料理であっ
た豆腐料理や猪、山菜といった地元の食材を使った食事も楽しめます。 
 
アクセス：小田急小田原線伊勢原駅下車。北口バス停４番のりば（大山ケーブ

ル行き）乗車。終点「大山ケーブルバス停」下車。 
                新東名高速道路「伊勢原大山 IC」を下り県道603を西へ。県道

611に入り北上。 
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伊勢原市

保 険 者  
紹 介  
コ ー ナ ー

伊勢原市　概　要 （令和３年 11月１日現在） 

■人　口：101,334 人（男 51,215 人、女 50,119 人） 
■世帯数：45,518 世帯 
■面　積：55.56k㎡ 
■市の花：ききょう 
■市の鳥：やまどり 
■市の木：しい

伊勢原市 
なかなか いいなか　

いせはら

大山山頂からの眺望 大山阿夫利神社

三ノ宮比々多神社 日向薬師宝城坊
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  ■
国
保
の
概
要
と
実
施
体
制
 

　
本
市
の
被
保
険
者
数
及
び
世
帯
数
は
、

令
和
３
年
10
月
末
現
在
で
、
１
万
９
７
７

８
人
、
１
万
２
９
７
１
世
帯
で
加
入
率
は

そ
れ
ぞ
れ
19
･５
％
、
28
･５
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

　
保
険
年
金
課
は
国
保
係
、
年
金
係
、
後

期
高
齢
者
医
療
係
の
３
係
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
課
長
以
下
、
職
員
15
人
、
専
門
員

１
人
、
会
計
年
度
任
用
職
員
８
人
で
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
業
務

に
つ
い
て
は
市
税
等
と
併
せ
て
収
納
課
で

一
括
し
て
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
戸
籍
住
民

課
で
の
異
動
届
出
に
伴
う
資
格
の
得
喪
等

に
つ
い
て
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
総
合

窓
口
「
ク
ル
リ
ン
窓
口
」
の
運
用
も
行
っ

て
い
ま
す
。
 

 ■
保
険
財
政
の
状
況
 

　
令
和
３
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
の
予
算
額
は
96
億
８
２
０
０
万
円

で
、
前
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と
０
･85
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
低
所
得
者
の
加
入

率
が
高
い
と
い
う
国
保
特
有
の
構
造
的
な
問

題
も
あ
り
ま
す
が
、他
市
町
村
と
同
様
、本
市

に
お
い
て
も
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
の
高
度

化
等
に
よ
り
１
人
あ
た
り
医
療
費
は
増
え
続

け
て
お
り
、
不
足
す
る
財
源
を
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
入
金
や
基
金
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
確
保
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
医
療
費
適
正
化
を
図
る
と

と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
向

上
に
取
り
組
み
、
安
定
し
た
財
政
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。 

 ■
収
納
対
策
 

　
本
市
で
は
、
効
果
的
・
効
率
的
な
徴
収
業

務
を
実
施
す
る
た
め
、
徴
収
業
務
に
つ
い
て

は
収
納
課
で
一
括
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
令
和
２
年
度
の
収
納
率
は
現
年
度
分
が

94
･４
％
で
、
前
年
度
比
０
･９
ポ
イ
ン
ト

増
、
滞
納
繰
越
分
が
26
･０
％
で
、
前
年
度

比
０
･７
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
国
税
や
県
税
Ｏ
Ｂ
を
任
期
付
職
員
と
し

て
任
用
し
、
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
踏

ま
え
た
指
導
等
を
行
い
、
収
納
体
制
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
納
税
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業
務
委
託
を
拡
充
し
効
率
的
な
滞
納

整
理
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
を
導
入
し
運
用
し
て
い
る
ほ

か
、
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
す
る
な
ど
、
被
保
険
者
の
利
便

性
の
向
上
に
向
け
た
環
境
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

 ■
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
 

　
令
和
２
年
度
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

は
34
･６
％
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
受
診
控
え
の
影
響
も
あ
り
、

前
年
度
か
ら
１
･１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま

し
た
。
本
市
の
受
診
率
は
県
内
で
は
高
い

水
準
で
す
が
、
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る

●

国
　
　
保
　
●

■市の概要 
　伊勢原市は昭和46年３月１日に市制を施行し、昨年で市制50周年を迎えました。東西間に東名高速
道路、国道246号、小田急線が走っており、令和２年に新東名高速道路伊勢原大山インターチェンジが
開通しました。 
　大山の麓に広がる本市は総面積の約３分の１を山林原野が占め、その恵まれた自然環境と温暖な気
候から広く関東一円の人々の憩いの地となっています。丹沢大山国定公園の一角に位置するシンボル
「大山」を頂点として、東部には豊かな平野が広がり、果樹栽培や畜産業などが盛んです。 

未病センター 保険年金課の窓口
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状
況
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
受
診
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

今
ま
で
は
担
当
課
で
作
成
し
て
い
た
受
診

勧
奨
通
知
を
令
和
３
年
度
は
委
託
に
よ
り

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
過
去
の
受
診
歴
等
か
ら
被
保

険
者
の
行
動
分
析
を
行
い
、
個
々
の
特
性

に
応
じ
た
受
診
勧
奨
通
知
を
送
付
す
る
も

の
で
、
減
少
傾
向
の
受
診
率
を
回
復
さ
せ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
は
10
･７
％

で
、
前
年
度
か
ら
２
･４
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

て
い
ま
す
。
利
用
勧
奨
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
た
、
試
食
会
を
つ
け
た
保
健
指
導

の
実
施
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
見
合
わ
せ

た
こ
と
等
に
よ
り
、
利
用
者
数
が
減
少
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
で
す
が
、
慢
性
腎
臓
病

や
人
工
透
析
へ
の
移
行
を
抑
制
す
る
こ
と

を
目
的
に
令
和
２
年
度
か
ら
開
始
し
た
Ｃ

Ｋ
Ｄ
予
防
教
室
は
大
変
好
評
で
毎
回
、
定

員
を
上
回
る
申
込
み
が
あ
り
、
関
心
の
高

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
保
健
事
業
の
推
進
を
図
り
、
医
療

費
適
正
化
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

     ■
介
護
保
険
の
状
況
 

　
令
和
３
年
10
月
末
現
在
の
介
護
保
険
第

１
号
被
保
険
者
数
は
、
２
万
６
５
９
５
人
、

高
齢
化
率
は
26
･75
％
、
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
数
４
２
５
７
人
で
認
定
率
は
16
％

で
す
。 

　
居
宅
介
護
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
受
給

者
数
は
２
７
４
１
人
で
、
地
域
密
着
型
（
介

護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
は
６
６
０

人
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
は
５

８
１
人
で
す
。（
令
和
３
年
10
月
分
介
護
保

険
事
業
状
況
報
告
書
の
数
値
よ
り
） 

　
令
和
２
年
度
の
介
護
給
付
費
の
決
算
額

は
、
約
65
億
円
で
、
対
前
年
度
比
で
は
、
約

４
･４
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。 

　
本
市
の
高
齢
化
率
は
国
・
県
の
平
均
は

下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
今
後
、
介
護
ニ
ー

ズ
の
高
い
後
期
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、

認
定
率
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
更
な
る
介
護
給
付
費
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
介
護
予
防
に
関
す
る
施
策

を
充
実
さ
せ
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
安
定
的
な
介
護
保
険
制
度
の
運
営

が
必
要
で
す
。 

 ■
高
齢
者
い
つ
で
も
安
心
電
話
相
談
 

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
等
を
対
象
に
、
介

護
・
健
康
・
医
療
等
に
関
す
る
電
話
相
談

を
受
け
る
「
高
齢
者
い
つ
で
も
安
心
電
話

相
談
」
を
６
月
１
日
か
ら
始
め
ま
し
た
。
 

　
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
㈱
」
と
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
、
同

社
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
て
、
24
時
間
・

３
６
５
日
、
日
常
的
な
こ
と
か
ら
、
虐
待

や
身
元
不
明
者
保
護
の
緊
急
事
案
ま
で
、

看
護
師
や
保
健
師
が
、
幅
広
い
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
臨
床
心
理

士
、
管
理
栄
養
士
、
介
護
福
祉
士
等
に
よ

●

介
　
　
護
　
●

親子向け認知症サポーター養成講座 親子向け認知症サポーター養成講座

総合運動公園「子どもの広場」 
　幅４ｍのワイド滑り台や全長36ｍのロング滑り台、アスレチック遊具な
どを備えた「冒険遊びゾーン」の整備完了により、令和元年度に整備した
「空と大地のゾーン」と合わせて「子どもの広場」が完成しました。 
　展望広場には、大山や丹沢山系、箱根の山まで見渡せる山側展望デッ
キと、相模湾を一望できる海側展望デッキを設置し、幅広い世代が楽しめ
る施設となっています。 

保険者
 

自　慢

世界アルツハイマーデー週間展示
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る
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
電
話
は
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
、
相
談
料
も
か
か
り
ま
せ

ん
。
従
来
、
介
護
等
の
高
齢
者
に
関
す
る

相
談
は
、
市
内
に
５
箇
所
あ
る
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
対
応
し
て
い
ま
し

た
が
、
電
話
は
各
所
１
回
線
し
か
な
く
、

同
時
に
複
数
の
相
談
に
対
応
で
き
な
い
こ

と
や
、
夜
間
・
休
日
の
相
談
体
制
に
も
十

分
な
受
け
皿
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
状
況

で
し
た
。
 

　
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
対
象
者
も
増
加
し
て

い
る
中
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
閉

所
し
て
い
る
夜
間
や
休
日
に
お
い
て
も
対

応
可
能
な
、
切
れ
目
の
な
い
相
談
体
制
を

構
築
し
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
自
立
し
た
日
常

生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
の
拡
充
を
図
り

ま
し
た
。
 

 ■
認
知
症
の
人
と
 

　
と
も
に
歩
む
　
い
せ
は
ら
 

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
い

つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
た

め
、
市
民
に
認
知
症
へ
の
理
解
を
し
て
い

た
だ
く
各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
と
理

解
を
身
に
つ
け
た
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
、
夏
休
み
に
小
学
生
と
保
護

者
を
対
象
と
し
た
「
親
子
向
け
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
紙
芝
居
や
寸
劇
で
認
知
症
患
者
と
の

や
り
と
り
を
実
際
に
見
た
り
、
体
の
自
由

が
制
限
さ
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
や
視
野
が
狭

く
な
る
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
認
知
症
患
者
の

体
験
を
し
た
小
学
生
か
ら
は
「
に
ん
ち
し

ょ
う
に
つ
い
て
よ
く
分
か
っ
た
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
手
助
け
し
よ

う
と
思
っ
た
。
歩
い
た
り
す
る
の
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
。
」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
今
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
「
認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
い
せ
は
ら

講
座
」
と
称
し
、
Ｖ
Ｒ（
仮
想
現
実
）を
活

用
し
て
認
知
症
患
者
の
視
点
を
体
験
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
想
像
以
上
に
臨
場
感
が
あ
り
、
驚
き
の

連
続
で
し
た
。
専
用
の
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け

る
と
、
視
界
全
体
に
立
体
映
像
が
広
が
り

ま
し
た
。
足
下
が
揺
ら
ぎ
、
段
差
と
の
距

離
感
が
つ
か
め
な
く
な
る
感
覚
が
あ
り
、

当
事
者
が
階
段
を
降
り
る
こ
と
の
難
し
さ

な
ど
身
を
も
っ
て
体
験
で
き
ま
し
た
。
」

と
感
想
が
あ
り
、
普
通
の
座
学
以
上
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て
認
知
症
に
対
す
る
理

解
が
深
ま
っ
た
も
の
と
し
て
次
年
度
以
降

も
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。
 

　
認
知
症
施
策
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、

本
人
や
そ
の
家
族
が
必
要
な
医
療
や
サ
ー

ビ
ス
を
知
り
、
そ
こ
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
本

人
や
家
族
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
、
第

二
に
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
継
続
的
に
広

く
市
民
に
周
知
啓
発
す
る
こ
と
で
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

国保･介護 
の 

連絡先

介護高齢課の窓口

●伊勢原市ホームページアドレス 
https://www.city.isehara.kanagawa.jp 

●（国　保）保険年金課 
TEL  0463-94-4728 
FAX  0463-95-7612 

●（介　護）介護高齢課 
TEL  0463-94-4722 
FAX  0463-94-2245

認知症フレンドリーいせはら講座 認知症カフェ ボッチャの様子



神奈川のこくほ・かいご●2022 冬 9

   　
中
井
町
は
、神
奈
川
県
の
南
西
部
に
位

置
し
面
積
約
20
㎢
、起
伏
に
富
ん
だ
大
磯

丘
陵
の
一
角
に
あ
っ
て
、北
に
丹
沢
山
地
、

西
に
は
富
士
山
を
仰
ぎ
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
、南
側
に
望
む
相
模
湾
の
影
響

を
直
接
受
け
る
た
め
、冬
暖
か
く
、夏
涼
し

い
気
候
で
緑
豊
か
な
町
で
す
。町
の
北
部

に
東
名
高
速
道
路
秦
野
中
井
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、東
京
都
心

か
ら
は
約
１
時
間（
都
心
よ
り
70
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
圏
内
）の
距
離
に
あ
り
ま
す
。 

　
町
の
人
口
は
、９
１
１
５
人
、高
齢
人
口

は
３
２
２
８
人
で
高
齢
化
率
は
35
･４
％

（
令
和
３
年
９
月
末
現
在
）と
な
り
ま
す
。 

   　
本
町
で
は
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計

画
を
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別（
乳
幼
児
期
〜

高
齢
期
の
５
期
に
区
分
）に
策
定
し
、現
在

は
11
の
施
策
を
実
施
中
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
感
染
症
対
策
を
考
慮

す
る
中
、事
業
の
休
止
や
手
法
の
変
更
等

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。こ

う
し
た
中
、取
り
組
み
の
一
部
と
し
て
、青

壮
年
期
向
け
事
業
で
は
、ワ
ー
キ
ン
グ
で

課
題
と
さ
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
摂

取
の
た
め
、「
元
気
食
で
お
と
な
の
健
康
づ

く
り
事
業
」を
実
施
し
、炊
飯
器
ク
ッ
キ
ン

グ
レ
シ
ピ
の
紹
介
や
対
象
の
年
代
が
参
加

す
る
事
業
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
、

情
報
発
信
に
努
め
て
き
ま
し
た
。中
年
期

向
け
事
業
で
は
、気
軽
に
行
え
る
体
操
を

活
用
し
た
、運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ

く
り
と
、運
動
継
続
を
促
進
す
る
活
動
と

し
て「
１
日
１
体
操
！
事
業
」を
展
開
し
て

い
ま
す
。本
事
業
で
は
、多
く
の
人
が
知
っ

て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
を
活
用
す
る
こ
と
が

計
画
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
、地
域
の
体
操

普
及
の
応
援
者
と
な
る〈
な
か
い
体
操
サ

ポ
ー
タ
ー
〉と
と
も
に
、町
内
３
会
場
で
定

期
的
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
開
催
し
て
い
ま

す
。加
え
て
、毎
年
夏
休
み
に
向
け
て
小
学

校
に
も
働
き
か
け
、お
子
さ
ん
た
ち
と
一

緒
に
親
子
・
家
族
で
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。今
後
も
、運
動
が
日
課
と
な
る

よ
う
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
平
成
24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
計

画
は
10
年
目
を
迎
え
、
今
年
度
計
画
改
定

に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
評
価
を
実
施
し
、
令
和
４
年
度

に
は
新
た
な
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進

計
画
を
策
定
予
定
で
す
。
こ
の
10
年
の
間

で
生
活
環
境
や
健
康
課
題
に
変
化
が
生
じ

て
い
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
新
た
な
計

画
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

ち
ょ
う
ど
い
い
ち
ょ
っ
と
い
い
 

里
都（
さ
と
）ま
ち
♡
な
か
い

町
民
と
と
も
に
推
進
  

美み

・
緑り

ょ
く
な
か
い
健
康
プ
ラ
ン

「笑顔で 
元気なまち中井」 

を目指して 
 
 

健康課 
保健師　荒井　精一郎 「中井町」

炊飯器クッキングレシピ
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を
活
か
し
、
町
民
と
と
も
に
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

   　
先
に
記
載
し
た
と
お
り
、
中
井
町
の
高

齢
化
率
は
高
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
介

護
予
防
施
策
の
拡
充
は
、
高
齢
期
の
生
活

の
質
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
の
大
き

な
課
題
で
す
。
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
各
種
介

護
予
防
事
業
や
地
域
の
通
い
の
場
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
休
止
や
縮
小
等
の
状
況
が

続
き
、
今
後
、
閉
じ
こ
も
り
や
認
知
機
能

の
低
下
等
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
本
町
で
は
、
寝
た
き
り
の
原
因
の
一
つ

で
あ
る
転
倒
・
骨
折
の
予
防
活
動
を
、
地

域
の
高
齢
者
を
対
象
に
推
進
し
、
高
齢
者

と
地
域
、
行
政
が
協
力
し
、
住
民
主
体
に

よ
る
転
倒
骨
折
予
防
の
取
り
組
み
「
転
倒

骨
折
予
防
体
操
事
業
」
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
 

　
本
事
業
で
は
、
住
民
主
体
で
普
及
し
て

い
く
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
る
体
操

指
導
員
を
町
で
養
成
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
活
動
が
地
域
に
定
着
し
、
閉
じ
こ
も
り

予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
と
、
高
齢
者
の
み

を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
広
く
住
民

へ
活
動
の
理
解
を
促
し
支
え
合
い
の
起
点

と
な
る
よ
う
、
自
治
会
単
位
で
取
り
組
み

を
展
開
し
て
き
た
こ
と
で
、
地
域
の
通
い

の
場
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
本
事
業
は
開
始
か
ら
約
20
年
が
経
過

し
、
こ
れ
ま
で
延
べ
１
２
０
名
の
体
操
指

導
員
を
養
成
し
、
17
か
所
の
自
治
会
で
実

施
さ
れ
中
井
町
介
護
予
防
事
業
の
主
た
る

事
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
て
い

る
方
々
の
大
半
は
75
歳
を
超
え
、
高
齢
者

の
虚
弱
（
フ
レ
イ
ル
）
対
策
の
必
要
性
も

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
30

年
度
に
導
入
し
た
フ
レ
イ
ル
対
策
事
業
に

お
い
て
、
担
い
手
と
な
る
フ
レ
イ
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
の
養
成
を
、
令
和
２
年
度
か
ら
は

体
操
指
導
員
養
成
と
併
せ
て
一
体
的
に
実

施
し
、
通
い
の
場
で
フ
レ
イ
ル
対
策
を
展

開
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
今
後
は
、
地
域
で
実
施

さ
れ
る
体
操
教
室
と
併
せ
、
フ
レ
イ
ル
の

普
及
啓
発
を
会
場
ご
と
に
実
施
し
、
フ
レ

イ
ル
が
懸
念
さ
れ
る
参
加
者
や
閉
じ
こ
も

り
が
ち
な
高
齢
者
に
対
し
て
フ
レ
イ
ル
チ

ェ
ッ
ク
を
促
し
、
本
人
に
適
し
た
介
護
予

防
事
業
等
の
紹
介
、
参
加
勧
奨
が
行
え
る

体
制
を
構
築
し
、
高
齢
者
が
地
域
で
生
活

し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

通
い
の
場
を
活
用
し
た
 

フ
レ
イ
ル
対
策
事
業
の
取
り
組
み

▲ 1日 1体操！　チラシと会場の様子▶

フレイルチェック：イレブンチェックの実施

フレイルチェック：体組成の計測



令
和
２
年
度
に
お
け
る
 

国
保
事
業
会
計
収
支
状
況
に
つ
い
て
 

神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
医
療
保
険
課
国
保
指
導
グ
ル
ー
プ
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国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」と
い
う
。）

制
度
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
中
核
と
し
て

地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
長
年
寄
与
し
て

い
ま
す
が
、
他
の
医
療
保
険
制
度
と
比
較
し

て
高
齢
者
や
低
所
得
者
の
加
入
割
合
が
高

く
、
財
政
基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
と
い
う
構
造

的
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
財
政
上
の
構
造
的
な
問
題
の

解
決
に
向
け
、
国
保
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、

３
４
０
０
億
円
の
公
費
が
投
入
さ
れ
る
と

と
も
に
、
市
町
村
国
保
の
財
政
運
営
の
責

任
主
体
を
都
道
府
県
が
担
う
こ
と
に
な

り
、
県
に
、
新
た
に
「
神
奈
川
県
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
」
を
特
別
会
計
と
し
て
設

置
し
ま
し
た
。
 

　
制
度
改
革
の
３
年
目
と
な
る
令
和
２
年

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い

う
未
曽
有
の
事
態
に
直
面
し
、
受
診
控
え
に

よ
る
医
療
費
の
減
少
や
被
保
険
者
の
所
得

の
減
少
な
ど
、
例
年
と
は
異
な
る
状
況
下
で

の
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
安
定

的
な
財
政
運
営
と
な
る
よ
う
に
努
め
、
令

和
２
年
度
の
財
政
収
支
は
、
全
て
の
市
町

村
、
国
保
組
合
及
び
県
に
お
い
て
黒
字
を

計
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
改
め
て
、
市
町
村
及
び
国
保
連
担
当
者
の

皆
様
、
そ
し
て
国
保
組
合
も
含
め
、
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
以
下
、
収
支
状
況
の
概
要
と
今
後
の
財

政
運
営
の
課
題
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
11

月
段
階
で
取
り
ま
と
め
た
令
和
２
年
度
の

国
民
健
康
保
険
事
業
報
告
書
Ｂ
表
を
も
と

に
、
市
町
村
、
国
保
組
合
、
県
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
な
お

表
示
し
て
い
る
数
字
は
、
単
位
未
満
を
四

捨
五
入
し
た
数
字
で
あ
り
、
概
数
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。
 

 

         市
町
村
の
 

         国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
 

 　
市
町
村
全
体
で
、
歳
入
８
１
２
４
億
円
、

歳
出
７
９
４
１
億
円
と
な
り
収
支
は
１
８

２
億
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
元

年
度
と
比
べ
る
と
、
歳
入
は
４
０
６
億
円

（
５
％
）
減
、
歳
出
は
４
８
２
億
円
（
６
％
）

減
で
、
収
支
は
７
６
億
円
（
72
％
）
の
黒
字

幅
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
決
算
補
填
等
目
的
の
法
定
外
の

一
般
会
計
繰
入
金
を
除
い
た
収
支
は
、
96

億
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

1
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歳
入
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
数
が
年

度
間
平
均
で
１
７
９
万
人
と
令
和
元
年
度

に
比
べ
４
万
人
（
２
％
）
減
少
し
た
こ
と
も

あ
り
、
保
険
料
収
入
が
１
８
６
１
億
円
と

31
億
円（
２
％
）減
少
し
て
い
ま
す
。な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
っ
て
、
社
会
保
険
を
離
脱
し
て
国
保
へ

加
入
す
る
被
保
険
者
が
増
加
し
た
た
め
、

被
保
険
者
数
の
減
少
傾
向
は
例
年
と
比
べ

て
鈍
化
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
法
定
外
の
一
般
会
計
繰
入
は
、
１

７
２
億
円
と
令
和
元
年
度
に
比
べ
60
億
円

（
26
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。
法
定
外
繰
入

の
う
ち
、
決
算
補
填
等
目
的
の
法
定
外
繰

入
は
86
億
円
と
63
億
円
（
42
％
）
減
少
し
て

い
ま
す
。
 

　
歳
出
で
見
る
と
、
被
保
険
者
数
の
減
少

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
受
診

を
控
え
る
被
保
険
者
が
増
加
し
た
こ
と
か

ら
、
保
険
給
付
費
が
５
３
１
７
億
円
と
２

８
３
億
円
（
５
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
っ
て
、
被
保
険
者
数
の
減
少
傾
向
の

鈍
化
や
、
保
険
給
付
費
の
減
少
等
、
国
保
財

政
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
と
な
る
状
況
が
発

生
し
て
い
る
一
方
で
、
被
保
険
者
の
所
得

の
減
少
や
受
診
控
え
に
よ
る
保
険
給
付
費

予
測
の
困
難
化
等
、
今
後
の
国
保
財
政
の

先
行
き
が
不
透
明
と
な
っ
て
お
り
、
依
然

と
し
て
市
町
村
の
国
保
特
別
会
計
に
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
 

　
あ
わ
せ
て
、
特
例
基
金
や
国
特
別
調
整

交
付
金
に
よ
る
制
度
改
正
に
伴
う
激
変
緩

和
措
置
が
今
後
縮
小
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
保
険
給
付
費
等
の
増
も
含

め
、
国
保
事
業
費
納
付
金
に
つ
い
て
は
今

後
、
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

保
険
料
負
担
の
年
度
間
平
準
化
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
の
財
政
調
整
基
金
の
活
用
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

　
市
町
村
に
お
い
て
は
、
適
正
な
保
険
料

賦
課
、
収
納
率
向
上
、
医
療
費
適
正
化
に
加

え
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
交
付
金
の
獲

得
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
財
政
調
整
基
金
の
積
立
て
な
ど
、
市

町
村
ご
と
の
状
況
に
応
じ
た
財
政
基
盤
の

安
定
に
向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 

令和２年度 県内市町村全体の国保特別会計の収支状況等 
（単位：円）
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         国
民
健
康
保
険
組
合
の
会
計
 

 　
国
保
組
合
の
財
政
規
模
は
、
歳
入
で
４
８

３
億
円
、
歳
出
で
４
１
７
億
円
、
収
支
は
66

億
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
元
年
度

に
比
べ
、
歳
入
で
は
４
億
円
（
１
％
）
減
少
、

歳
出
で
６
億
円
（
１
％
）
減
少
と
な
り
、
結

果
と
し
て
収
支
で
見
る
と
２
億
円
（
２
％
）

の
黒
字
幅
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
歳
入
で
は
、
被
保
険
者
数
が
年
度
間
平

均
で
13
万
３
千
人
と
令
和
元
年
度
に
比
べ

１
千
人
（
１
％
）
減
少
し
、
保
険
料
収
入
は

２
１
５
億
円
と
37
億
円
（
15
％
）
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
ほ
か
に
、
歳
入
で
は
、
療
養
給
付
費

等
負
担
金
が
１
７
１
億
円
と
14
億
円

（
９
％
）
増
加
し
、
国
庫
支
出
金
が
１
９
７

億
円
と
35
億
円
（
22
％
）
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
の
増
加
は
、
災
害
臨

時
特
例
補
助
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
分
）
の
交
付
額
が
増
え
た
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
は
２
１
２
億

円
と
18
億
円
（
８
％
）
減
少
し
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
は
79
億
円
と
１
億
円
（
２
％
）
の

増
加
、
介
護
納
付
金
も
39
億
円
と
２
億
円

（
４
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

や
組
合
員
数
の
減
少
、
定
率
国
庫
負
担
の

段
階
的
削
減
な
ど
、
国
保
組
合
を
と
り
ま

く
状
況
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
保

険
料
の
適
正
賦
課
を
は
じ
め
医
療
費
適
正

化
対
策
の
充
実
強
化
な
ど
、
国
庫
補
助
金

の
獲
得
も
図
り
な
が
ら
安
定
し
た
財
政
運

営
の
確
立
に
向
け
た
取
組
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

          神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
 

         事
業
会
計
 

 　
平
成
30
年
度
に
創
設
さ
れ
た
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
は
、
歳
入
総
額

７
２
５
０
億
円
、歳
出
総
額
６
９
７
０
億
円

で
あ
り
、
収
支
で
は
２
７
９
億
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
当
初
予
算
と
の
対
比
で
み
る
と
、
歳
入

で
は
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
交
付
金
が

73
億
円
と
24
億
円
の
増
額
と
な
り
、
歳
出

で
は
、
市
町
村
の
保
険
給
付
費
に
対
す
る

県
の
負
担
金
で
あ
る
保
険
給
付
費
等
交
付

金
普
通
交
付
金
が
５
２
７
２
億
円
と
１
８

７
億
円
少
な
い
執
行
と
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
増
減
要
素
の
結
果
、
当
初
予
算
に

対
す
る
歳
入
総
額
の
増
額
が
１
７
５
億

円
、
歳
出
総
額
の
減
少
が
１
０
４
億
円
と

な
り
、
こ
れ
に
よ
り
２
７
９
億
円
の
黒
字

が
生
じ
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
決
算
剰
余
額
の
う
ち
１
６
４
億

円
は
、
療
養
給
付
費
等
負
担
金
や
高
額
医

療
費
負
担
金
等
の
精
算
の
た
め
の
財
源
に

充
て
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
残
る
１
１
５
億
円
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
協
議
会
で
協
議
が
行

わ
れ
、
一
部
を
令
和
４
年
度
の
納
付
金
総

額
か
ら
減
額
し
、
残
り
を
将
来
の
国
保
財

政
の
運
営
の
た
め
に
財
政
安
定
化
基
金
へ

積
み
立
て
る
方
向
で
整
理
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
 

　
こ
の
結
果
、
令
和
２
年
度
の
県
国
保
事

業
会
計
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
般

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
伴
う

国
保
財
政
へ
の
影
響
や
保
険
給
付
費
等
の

伸
び
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
や
財
政
調

整
交
付
金
な
ど
拡
充
さ
れ
た
国
公
費
の
獲

得
状
況
等
、
よ
り
一
層
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
安
定
化
基
金
の

取
扱
い
も
含
め
、
今
後
と
も
国
保
財
政
運

営
に
つ
い
て
は
市
町
村
の
皆
さ
ん
と
国
保

協
議
会
の
場
を
通
じ
協
議
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2

3
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特
定
保
健
指
導
で
は
、
特
定
健
康
診
査

の
結
果
に
基
づ
き
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
人
に
は
「
積
極
的
支
援
」、
そ

の
予
備
群
に
は
「
動
機
づ
け
支
援
」、
そ
れ

以
外
の
受
診
者
に
は
「
情
報
提
供
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
 

　
特
定
保
健
指
導
と
は
、
特
定
健
康
診
査
の

結
果
に
基
づ
き
、
主
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
予
防
や
解
消
を
目
的
に
行
わ

れ
る
健
康
支
援
の
こ
と
で
す
。
以
下
の
基
準

に
基
づ
い
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
人
に
は「
積
極
的
支
援
」、そ
の
予
備
群

に
は「
動
機
づ
け
支
援
」、そ
れ
以
外
の
受
診

者
に
は「
情
報
提
供
」が
行
わ
れ
ま
す（
図
）。

保
険
者
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
他
の
支
援
が
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

  

　
例
え
ば
最
近
で
は
、
重
症
化
予
防
の
観

点
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
で
も
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
喫
煙
な
ど
の
リ

ス
ク
が
あ
る
人
へ
の
支
援
が
な
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
特
定
保

健
指
導
の
基
準
は
、
学
会
の
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
基
準
と
は
、
少
し
異

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　「
積
極
的
支
援
」
で
は
、
自
分
自
身
の
健

康
状
態
を
よ
く
認
識
し
て
も
ら
い
、
ど
う

し
て
そ
う
い
う
状
態
に
な
っ
た
の
か
、
運

動
や
食
事
な
ど
生
活
習
慣
と
の
関
係
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
自
分
で
生
活
習
慣
の
改

善
を
実
行
で
き
る
よ
う
、
医
師
や
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
ら
と
と
も
に
計
画
を
立
て
、

３
〜
６
ヵ
月
に
わ
た
る
指
導
・
支
援
が
行

わ
れ
ま
す
。
 

　「
動
機
づ
け
支
援
」
で
は
、
同
様
に
現
在

の
自
分
の
健
康
状
態
と
生
活
習
慣
と
の
関

特
定
保
健
指
導
の
実
際
 

 　
筑
波
大
学
医
学
医
療
系
　
社
会
健
康
医
学
教
授
 

山
岸
　
良
匡

健康のはなし 

係
な
ど
を
よ
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
生
活

改
善
を
実
行
す
る
動
機
づ
け
の
た
め
の
指

導
が
原
則
１
回
行
わ
れ
ま
す
。
 

　「
情
報
提
供
」
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
し
、
健
康
を
維
持
・

増
進
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
生
活
習

慣
を
続
け
た
ら
い
い
か
を
正
し
く
理
解
す

る
た
め
の
情
報
な
ど
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
 

　
特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
な
っ
た
場
合

は
、
生
活
習
慣
を
切
り
替
え
る
チ
ャ
ン
ス
と

言
え
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
は
ほ
と
ん
ど
の

場
合
無
料
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
そ
の
予
備
群
で

あ
る
こ
と
を
解
消
し
、
健
康
な
生
活
を
送
る

方
法
を
学
び
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 ｅ
┃

ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
 

https://w
w
w
.e-healthnet.m
hlw
.go.jp/ 

in
fo
rm
a
tio
n
/m
e
ta
b
o
lic
/m
-0
4
-

002.htm
l

厚
生
労
働
省（
２
０
１
９
）

図：特定保健指導の判定



感
染
症
と
の
戦
い
の
歴
史
 

 　
ジ
ャ
レ
ド
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー「
銃
・
病
原
菌
・
鉄
」の
中
に
、

「
人
類
の
歴
史
は
感
染
症
と
の
戦
い
の
歴

史
で
も
あ
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。 

　
古
く
は
14
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ペ
ス

ト
。
ペ
ス
ト
は
中
央
ア
ジ
ア
起
源
の
感

染
症
と
さ
れ
、
東
西
交
易
ル
ー
ト
に
よ

っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
込
ま
れ
た
。

致
死
率
は
90
％
、当
時
の
世
界
人
口（
４

億
５
０
０
０
万
人
）の
22
％
、約
１
億
人

が
死
亡
し
た
。 

　
直
近
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
１
９
１
８

年
〜
１
９
２
０
年
に
大
流
行
し
た
「
ス

ペ
イ
ン
風
邪
」で
あ
る
。今
日
で
は
こ
れ

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
っ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
電
子
顕
微
鏡
の

な
い
当
時
、
人
類
は
病
原
体
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
有
効
な
治
療
法
の

な
い
ま
ま
、
当
時
の
世
界
人
口
約
17
億

人
の
う
ち
５
億
人
が
感
染
し
、
死
者
は

１
５
０
０
─５
０
０
０
万
人
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。 

　
感
染
症
と
の
戦
い
で
人
間
が
で
き
る

こ
と
は
、
実
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。

感
染
症
の
特
性
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
っ

て
も
、
い
つ
の
時
代
も
基
本
的
に
や
る

こ
と
、
や
れ
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。

「
罹
患
者
の
隔
離
」、「
感
染
経
路
の
遮

断
」、
そ
し
て
「
治
療
薬
」
で
あ
る
。 

　
長
い
間
人
類
は
こ
の
３
番
目
の
対
策

な
し
で
戦
っ
て
き
た
。
現
代
に
な
っ
て

よ
う
や
く
人
類
は「
科
学
と
医
療
」と
い

う
武
器
を
手
に
感
染
症
と
戦
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
国
民
病

で
あ
っ
た
結
核
に
日
本
人
が
勝
利
し
た

の
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
の
お
か
げ
で
あ

り
、
予
防
接
種
の
普
及
で
我
々
は
多
く

の
伝
染
病
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 感
染
症
対
策
の
本
質
と
体
系
 

 　
Ｃ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
─19
禍
か
ら
見
え
て
き
た

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
も
そ
も
感

染
症
（
伝
染
病
）
対
策
の
本
質
は
「
社
会

防
衛
」で
あ
る
。感
染
症
法
の
体
系
は
基

本
的
に
「
危
機
体
系
」
で
あ
り
、
感
染
症

に
よ
る
程
度
の
差
は
あ
れ
、
感
染
症
医

療
は
平
時
の
医
療
体
系
と
は
別
の
体
系

で
動
く
。
感
染
症
対
策
は
そ
れ
自
体
予

防
か
ら
治
療
ま
で
の
一
貫
し
た
体
系
で

あ
り
、
指
定
感
染
症
に
罹
患
し
た
患
者

は
全
て
保
健
所（
公
衆
衛
生
施
策
）の
管

理
下
に
入
り
、
全
て
の
感
染
情
報
は
保

健
所
に
集
約
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
罹

コ
ロ
ナ
と
い
う「
健
康
危
機
」 

 　
上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
授
 

　
一
般
社
団
法
人
未
来
研
究
所
臥
龍
代
表
理
事

香
取
　
照
幸
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■学　歴     東京大学法学部卒 
■職　歴      1980／ 4    厚生省入省 
                  1980／ 5    厚生省保険局国民健康保険課 
                  1983／ 2    在フランスOECD（経済協力開発機構）事務局研究員（医療プロ

ジェクト担当） 
                  1990／ 4    埼玉県生活福祉部老人福祉課長 
                  1992／ 4    厚生省保険局国民健康保険課課長補佐 
                  1996／ 7    厚生省高齢者介護対策本部事務局次長 
                  1998／ 4    厚生省大臣官房組織再編準備室次長 
                  2001／ 1    内閣府参事官（経済財政諮問会議事務局） 
                  2001／ 5    内閣官房内閣参事官（総理大臣官邸） 
                  2008／ 2    内閣官房内閣参事官併任（社会保障国民会議事務局） 
                  2010／ 7    厚生労働省政策統括官（社会保障担当） 
                  2010／11   内閣官房内閣審議官併任（社会保障・税一体改革担当） 
                  2012／ 9    厚生労働省年金局長 
                  2015／10   厚生労働省雇用均等・児童家庭局長 
                  2016／ 6    退官 
                  2017／ 3    在アゼルバイジャン共和国駐箚日本国特命全権大使 
                  2020／ 4    上智大学総合人間科学部教授 
                  2020／ 8    一般社団法人未来研究所臥龍代表理事 
■公　職     日本年金学会会員、日本医師会 医療政策会議委員、日本地域包括ケア学会評議員など 
■著　書     「介護保険制度史」（共著）「教養としての社会保障」「民主主義のための社会保障」

（いずれも東洋経済新報社） 

香取照幸 かとり てるゆき 

■プロフィール 
出身地：東京都 
1956年10月3日生 
 
・上智大学総合人間科学部教授 
・一般社団法人未来研究所臥龍 
　代表理事

患
者
の
隔
離
・
治
療
が
行
わ
れ
る
（
感

染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・
感
染
症
専
用

病
床
へ
の
隔
離
入
院
・
公
費
に
よ
る
治

療
）。
つ
ま
り
患
者
は
通
常
診
療
（
＝
保

険
診
療
）
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。 

　
平
時
に
お
い
て
一
般
の
病
院
・
診
療

所
は
感
染
症
対
策
の
体
系
に
組
み
込
ま

れ
て
い
な
い
し
、
医
療
機
関
の
意
識
の

上
で
も
感
染
症
は
別
体
系
の
医
療
で
あ

る
。
法
制
上
も
一
般
の
医
療
機
関
に
感

染
症
対
応
を「
強
制
」す
る
ス
キ
ー
ム
は

な
い
。 

　
通
常
の
、
と
い
う
か
平
時
の
感
染
症

対
応
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
で
対
応
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
よ
う
な
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
ら
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
そ
の
負
荷
に
耐
え
ら
れ
な
い
。

平
時
に
お
い
て
感
染
症
対
策
（
予
防
も

含
め
）
に
割
か
れ
て
い
る
医
療
リ
ソ
ー

ス
は
限
定
的
で
あ
り
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
下
、
医
療
は
一
義
的
に
は
一
般
診

療
（
保
険
診
療
）
で
対
応
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
、
今
回
の
よ
う
な
感
染
爆

発
に
よ
る
医
療
ニ
ー
ズ
の
急
増
に
対
し

て
、
通
常
医
療
と
は
別
体
系
の
感
染
症

体
系
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。 

  

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
医
療
リ
ソ
ー
ス
 

 　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
＝
健
康
危
機
＝
危
機

管
理
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
使
え

る
医
療
リ
ソ
ー
ス
は
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
）
機
動
的
・
集

中
的
に
動
員
・
投
入
し
な
い
と
い
け
な

い
。
そ
の
意
味
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は

大
規
模
災
害
、「
有
事
」
で
あ
る
。
し
か

も
非
常
事
態
が
長
期
か
つ
広
範
囲
、
繰

り
返
し
続
い
て
い
つ
終
わ
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
で
あ
る
。 

　
阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
、
日
本

の
医
療
界
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
い
う
災
害
時

医
療
派
遣
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
。
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
た
と
い
っ
て
医
療
リ

ソ
ー
ス
が
急
に
増
え
る
わ
け
で
も
ど
こ

か
ら
か
湧
い
て
出
て
く
る
わ
け
で
も
な

い
。
私
た
ち
は
今
あ
る
リ
ソ
ー
ス
で
戦

う
し
か
な
い
。 

　
今
、
病
院
か
ら
溢
れ
る
在
宅
の
感
染

者
を
支
え
る
た
め
に
多
く
の
在
宅
医
達

が
地
域
で
コ
ロ
ナ
と
戦
っ
て
い
る
。
ぜ

ひ
全
て
の
医
療
機
関
、
医
療
に
関
わ
る

人
が
団
結
・
協
力
し
て
戦
線
に
参
加

し
、
こ
の
危
機
に
立
ち
向
か
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
切
に
望
む
。 

  

記
事
提
供
　
社
会
保
険
出
版
社
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国保連発信

 
国民健康保険事業への多年にわたる貢献を称え、 

本県では次の方々が表彰されました。 

表彰者の皆さま、おめでとうございます。 

 

令和３年度国民健康保険関係功績者厚生労働大臣表彰 
　 

針　金　三　弥        神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員 

狩　野　貴　代         神奈川県建設業国民健康保険組合保健係長 

飯　塚　　　聡         神奈川県横浜市西区福祉保健センター保険年金課事務職員 

松　川　万里子        神奈川県横浜市西区福祉保健センター保険年金課事務職員 

小　松　宏　壽         神奈川県国民健康保険団体連合会審査部長 

 

令和３年度神奈川県国民健康保険事業功労者表彰 
　 

石　井　貴　士         神奈川県医師会健保委員会委員 

上　村　博　司         神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員 

楠　元　伸　久         神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員 

若　倉　　　学         神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員 

澁　谷　廣　之         神奈川県足柄上郡松田町国民健康保険運営協議会委員 

長　南　和　浩         神奈川県食品衛生国民健康保険組合総務部保健課長 

森　田　一　彦         神奈川県横浜市瀬谷区保険年金課専任職 

柴　森　　　豊         神奈川県国民健康保険団体連合会介護福祉部長 

 

　令和３年度国民健康保険中央会表彰 
 

渡　辺　雅　規         神奈川県横浜市健康福祉局生活福祉部医療援助課事務職員 

倉　谷　昌　博         神奈川県横浜市旭区福祉保健センター保険年金課事務職員 

田　代　秀　子         神奈川県横浜市港南区福祉保健センター保険年金課事務職員 
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国保連発信

令和３年度国民健康保険中央会表彰 
 

大　窪　有　子         神奈川県横浜市緑区福祉保健センター保険年金課滞納整理事務員 

鈴　木　利　之         神奈川県川崎市中原区保険年金課長 

藤　田　　　博         神奈川県三浦市保健福祉部高齢介護課介護保険グループリーダー 

北　島　岳　人         神奈川県厚木市福祉部介護福祉課主幹兼介護給付係長 

千　葉　多恵子         平塚市民病院看護科長 

阿　部　利　勝         茅ヶ崎市立病院中央診療部放射線科技師長 

藤　本　昌　子         茅ヶ崎市立病院薬局長 

飯　泉　晴　美         茅ヶ崎市立病院看護部看護師主査 

田　中　　　洋         茅ヶ崎市立病院中央診療部臨床検査科部長 

橘　　　理　惠         茅ヶ崎市立病院看護部看護師副主査 

山　本　哲　朗         神奈川県薬剤師国民健康保険組合理事長 

建　部　太　一         神奈川県建設連合国民健康保険組合業務課長 

神　田　優　子         神奈川県国民健康保険団体連合会審査部審査第一課第一係副主幹 

正武迫　　　綾         神奈川県国民健康保険団体連合会審査部審査第一課第四係副主幹 

鈴　木　裕　介         神奈川県国民健康保険団体連合会審査管理部審査管理課審査管理係副主幹 

髙　野　陽　司         神奈川県国民健康保険団体連合会審査管理部審査管理課審査指導係副主幹 

米　山　道　憲         神奈川県国民健康保険団体連合会介護福祉部介護保険課介護適正化・調整係副主幹 

安　藤　亜希子         神奈川県国民健康保険団体連合会情報管理部共同電算課後期高齢第二係副主幹 

永　嶋　雅　広         神奈川県国民健康保険団体連合会介護福祉部福祉事業課福祉事業係副主幹 

木　暮　友　和         神奈川県国民健康保険団体連合会介護福祉部介護保険課介護適正化・調整係副主幹 

鈴　木　政　孝         神奈川県国民健康保険団体連合会総務部総務課総務係長 

佐　藤　　　豪         神奈川県国民健康保険団体連合会総務部財務課財務第二係長 

畑　岡　寿　範         神奈川県国民健康保険団体連合会総務部財務課財務第一係長 

福　崎　里　美         神奈川県国民健康保険団体連合会審査部審査第一課第三係副主幹 

 

　                                                                                                     （順不同敬称略） 



国保連発信

診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】
《8月診療分》（一般＋退職）

《9月診療分》（一般＋退職）

《10月診療分》（一般＋退職）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 29,885 440,462 18,706,659,260 625,955 9,878 1.58 
入院外 1,251,008 1,866,632 20,278,468,540 16,210 10,709 66.06 
歯　科 288,845 478,617 3,839,962,690 13,294 2,028 15.25 

1,893,677
小　　　計 1,569,738 2,785,711 42,825,090,490 27,282 22,615 82.89 
調　　　剤 915,613 1,068,178 11,010,912,400 12,026 5,815  
訪 問 看 護 7,622 53,218 619,970,350 81,340 327  
食事療養費 27,735 1,143,689 758,933,313 27,364 401  
合　　　計 2,492,973 2,838,929 55,214,906,553 22,148 29,158

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 29,231 427,572 18,680,229,770 639,055 9,900 1.55 
入院外 1,274,905 1,934,200 20,637,446,740 16,187 10,937 67.57 
歯　科 309,226 526,813 4,248,980,540 13,741 2,252 16.39 

1,886,887
小　　　計 1,613,362 2,888,585 43,566,657,050 27,004 23,089 85.50 
調　　　剤 931,580 1,088,494 11,249,028,120 12,075 5,962  
訪 問 看 護 7,835 54,250 636,107,150 81,188 337  
食事療養費 27,200 1,111,344 736,615,016 27,081 390  
合　　　計 2,552,777 2,942,835 56,188,407,336 22,011 29,778

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 31,569 455,156 20,377,987,560 645,506 10,829 1.68 
入院外 1,319,309 2,016,314 21,172,040,780 16,048 11,251 70.11 
歯　科 327,159 566,714 4,574,597,270 13,983 2,431 17.39 

1,881,761
小　　　計 1,678,037 3,038,184 46,124,625,610 27,487 24,511 89.17 
調　　　剤 962,708 1,126,382 11,407,688,990 11,850 6,062  
訪 問 看 護 7,855 55,706 654,754,760 83,355 348  
食事療養費 29,513 1,177,640 781,402,130 26,477 415  
合　　　計 2,648,600 3,093,890 58,968,471,490 22,264 31,337

診
療
費

 【保険者別１人当たり費用額（一般＋退職）】　※ 1人当たり費用額とは、医療費用総額を被保険者数で除したものである。
１人当たり費用額（円）

食
品
衛
生
国
保

歯
科
医
師
国
保

医
師
国
保

清
川
村

愛
川
町

湯
河
原
町

真
鶴
町

箱
根
町

開
成
町

山
北
町

松
田
町

大
井
町

中
井
町

二
宮
町

大
磯
町

寒
川
町

葉
山
町

綾
瀬
市

南
足
柄
市

座
間
市

海
老
名
市

伊
勢
原
市

大
和
市

厚
木
市

秦
野
市

三
浦
市

逗
子
市

茅
ヶ
崎
市

小
田
原
市

藤
沢
市

鎌
倉
市

平
塚
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市

建
設
連
合
国
保

建
設
業
国
保

薬
剤
師
国
保

45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

8 月診療分 9月診療分 10月診療分

受診率（％）

食
品
衛
生
国
保

歯
科
医
師
国
保

医
師
国
保

清
川
村

愛
川
町

湯
河
原
町

真
鶴
町

箱
根
町

開
成
町

山
北
町

松
田
町

大
井
町

中
井
町

二
宮
町

大
磯
町

寒
川
町

葉
山
町

綾
瀬
市

南
足
柄
市

座
間
市

海
老
名
市

伊
勢
原
市

大
和
市

厚
木
市

秦
野
市

三
浦
市

逗
子
市

茅
ヶ
崎
市

小
田
原
市

藤
沢
市

鎌
倉
市

平
塚
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市

建
設
連
合
国
保

建
設
業
国
保

薬
剤
師
国
保

100.00

90.00

70.00

50.00

80.00

60.00

8 月診療分 9月診療分 10月診療分
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 【保険者別受診率（一般＋退職）】　※受診率とは、一定期間内に医療機関にかかった人の割合を表し、当該月の診療報酬明細書（レセプト）枚数を
当該月末の被保険者数で除したものである。 
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国保連発信

診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

介護給付費の状況

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 400,648 18,622,746,316 16,399,123,053 1,793,393,577 430,229,686 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 17,579 2,038,944,069 1,735,974,828 289,635,225 13,334,016 
居 宅 療 養 管 理 指 導 177,416 1,453,839,020 1,274,596,745 142,804,423 36,437,852 
地域密着型サービス 67,091 9,931,304,248 8,777,185,045 973,799,193 180,320,010 
特定施設入居者生活介護 23,852 5,557,071,053 4,817,825,124 718,242,785 21,003,144 
居　宅　介　護　支　援 219,224 3,024,021,641 3,024,021,163 0 24,061,533 
施　設　サ　ー　ビ　ス 55,989 20,277,067,316 17,215,079,889 2,908,548,281 153,439,146 
市 町 村 特 別 給 付 46 260,650 234,585 26,065 0 
　　　合　　　計 961,845 60,905,254,313 53,244,040,432 6,826,449,549 858,825,387 

介護給付費統計 （令和３年8月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 398,311 18,323,628,229 16,149,567,740 1,743,606,040 430,454,449 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 17,591 2,046,198,739 1,731,039,357 302,592,060 12,567,322 
居 宅 療 養 管 理 指 導 174,064 1,412,103,050 1,239,120,181 137,232,551 35,750,318 
地域密着型サービス 66,950 9,904,827,557 8,760,351,907 960,771,252 183,704,398 
特定施設入居者生活介護 23,998 5,592,266,273 4,853,234,582 716,995,496 22,036,195 
居　宅　介　護　支　援 219,872 3,035,748,639 3,035,748,639 0 25,164,675 
施　設　サ　ー　ビ　ス 55,503 19,896,636,083 16,732,625,230 3,014,899,512 149,111,341  
市 町 村 特 別 給 付 33 172,050 154,845 17,205 0 
　　　合　　　計 956,322 60,211,580,620 52,501,842,481 6,876,114,116 858,788,698 

（令和３年9月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 402,722 18,469,260,992 16,267,641,315 1,763,987,067 437,632,610 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 17,754 2,010,884,945 1,697,430,050 300,421,488 13,033,407 
居 宅 療 養 管 理 指 導 178,596 1,463,818,410 1,284,399,472 142,363,806 37,055,132 
地域密着型サービス 68,034 9,896,379,641 8,743,245,259 970,402,191 182,732,191 
特定施設入居者生活介護 24,088 5,448,067,264 4,722,831,916 705,188,079 20,047,269 
居　宅　介　護　支　援 219,511 3,032,512,090 3,032,512,090 0 25,373,654 
施　設　サ　ー　ビ　ス 56,760 19,762,090,818 16,605,525,248 3,010,883,837 145,681,733 
市 町 村 特 別 給 付 53 321,880 289,692 32,188 0 
　　　合　　　計 967,518 60,083,336,040 52,353,875,042 6,893,278,656 861,555,996 

（令和３年10月審査分）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 54,210 871,225 34,520,923,030 636,800 29,523 4.64 
入院外 1,470,816 2,392,125 25,397,686,040 17,268 21,720 125.79 
歯　科 258,613 447,095 3,608,586,910 13,954 3,086 22.12 

1,169,304
小　　　計 1,783,639 3,710,445 63,527,195,980 35,617 54,329 152.54 
調　　　剤 1,152,601 1,423,706 15,297,137,600 13,272 13,082  
訪 問 看 護 7,885 68,666 895,190,160 113,531 766  
食事療養費 50,006 2,084,724 1,415,445,634 28,306 1,211  
合　　　計 2,944,125 3,779,111 81,134,969,374 27,558 69,387

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 53,211 834,776 33,648,896,540 632,367 28,700 4.54 
入院外 1,525,892 2,540,441 26,411,149,720 17,309 22,527 130.15 
歯　科 280,410 499,605 4,083,134,480 14,561 3,483 23.92 

1,172,436
小　　　計 1,859,513 3,874,822 64,143,180,740 34,495 54,709 158.60 
調　　　剤 1,185,387 1,467,548 15,663,190,580 13,214 13,360  
訪 問 看 護 7,890 68,954 899,655,350 114,025 767  
食事療養費 49,034 1,990,727 1,351,871,900 27,570 1,153  
合　　　計 3,052,790 3,943,776 82,057,898,570 26,880 69,989

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 57,460 896,553 37,280,500,090 648,808 31,708 4.89 
入院外 1,567,614 2,630,339 27,175,492,840 17,336 23,114 133.33 
歯　科 296,880 539,935 4,440,611,790 14,958 3,777 25.25 

1,175,737
小　　　計 1,921,954 4,066,827 68,896,604,720 35,847 58,599 163.47 
調　　　剤 1,208,431 1,493,109 15,795,135,230 13,071 13,434  
訪 問 看 護 7,956 71,433 932,960,050 117,265 794  
食事療養費 53,038 2,134,639 1,449,633,361 27,332 1,233  
合　　　計 3,138,341 4,138,260 87,074,333,361 27,745 74,059

診
療
費

《8月診療分》

《9月診療分》

《10月診療分》
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国保連発信

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　東京・有楽町朝日ホールにて、全国の国民健康保険関係９団体主催のもと、「国保制度改善強化全
国大会」が開催され、全国から市町村長、都道府県を含む国民健康保険関係者が集結した。 
　はじめに、全国知事会事務総長の古尾谷光男氏が開会の辞を述べた。 
　主催者代表として国保中央会会長の岡﨑誠也氏が挨拶に立ち、平成30年度から施行された新国保
制度は順調に運営されているが、少子高齢化が進む中、医療費の増加はもとより低所得者の増加で構
造的な問題は続いており、新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、保険料（税）の減免の増加な
ど、事業運営は今後も厳しい状況が続くことが見込まれる。国に対し、毎年3,400億円の公費投入を
確実に実施し、保険者努力支援制度の有効活用へ財政支援の拡充を講じるよう強く要望することを求
めた。 
　政府からの来賓挨拶の後、議事に移り、岐阜県輪之内町長の木野隆之氏が国保の財政基盤強化のた
めの公費投入の確保を遅滞なく確実に実施し、引き続き財政基盤の強化を講じることや国保総合シス
テムの次期更改や運用に当たっては、市町村等保険者に追加的な財政負担が生じないよう必要な措置
を講じることなど11項目の決議案を読み上げ、満場一致で採決された。 
　最後に、新潟県湯沢町議会議長の南雲正氏が閉会の辞を述べ、大会は閉幕した。 

　大会終了後には、神奈川県の国保保険者として、大会にて採決され
た決議の実現に向け、２班に分かれ、衆議院第二議員会館、参議院議
員会館へ向かい、神奈川県選出の国会議員を中心に陳情を行った。 

国保中央会会長　岡﨑誠也氏 
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５
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

12
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

18
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

19
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

20
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

20
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
25
日
）

（
国
保
会
館
） 

22
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

25
日
　
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
長
等
協
議
研
修

(Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
)　
　
　
　
　
　
　
 

26
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

28
日
　
国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
課
題
別
研
修
会

 

（
波
止
場
会
館
） 

 ２
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）　
 

４
日
　
高
額
療
養
費
自
動
償
還
等
に
係
る
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
実
務
担
当
者
説
明
会
　

(Ｗ
ｅ
ｂ
説
明
会
） 

５
日
　
運
営
協
議
会

（
波
止
場
会
館
） 

８
日
　
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
に
関
す
る
研
修
会
　
　
　
　

(Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
)　
　
　
　
　
　
　
 

９
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

16
日
　
中
間
監
査

（
国
保
会
館
） 

16
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

10月

10/25　神奈川県国民健康保険運営協議会長等協議研修

11/5　運営協議会 10/28　国保・後期高齢者ヘルスサポート事業課題別研修会
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16
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

17
日
　
定
例
検
査

（
国
保
会
館
） 

18
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

19
日
　
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

（
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
） 

19
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
24
日
）

　
　
　
　（
国
保
会
館
） 

22
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

24
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

26
日
　
理
事
会

（
神
奈
川
県
総
合
薬
事
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

29
日
　
保
険
者
事
務
電
算
共
同
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

30
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

 １
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会

（
国
保
会
館
） 

７
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）　
 

14
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

15
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

17
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

17
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
22
日
）

（
国
保
会
館
） 

20
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

20
日
　「
保
険
者
等
を
支
援
す
る
各
種
保
健
事
業
」の
担
当
者
会
議
（
書
面
開
催
） 

21
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

28
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

11月12月

11/29　保険者事務電算共同処理委員会

12/1　神奈川県在宅保健師会「いちょうの会」役員会 11/26　理事会
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
だ
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
旅
行
に
行
く
こ
と
も
で
き

ず
、
行
き
た
い
所
は
沢
山
あ
っ
て
も
思
う
よ
う
に
行

け
ず
我
慢
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
影
響
か
ら
な
の
か
、
ご
自
愛
消

費
と
呼
ば
れ
る
自
分
へ
の
ご
褒
美
を
購
入
す
る
人

が
増
え
た
そ
う
で
す
。 

　
私
も
、
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
し
て
、
以
前
か
ら
気

に
な
っ
て
い
た
ク
ッ
キ
ー
缶
を
購
入
し
ま
し
た
。
缶

の
デ
ザ
イ
ン
も
期
間
限
定
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て

お
り
、
色
々
な
種
類
の
ク
ッ
キ
ー
が
入
っ
て
い
る
の

で
、
毎
日
紅
茶
と
一
緒
に
少
し
ず
つ
食
べ
る
の
が
最

近
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
編
集
後
記
を
執
筆
し
て
い
る
時
点
で
は
、
感

染
者
数
も
あ
る
程
度
落
ち
着
い
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト

や
飲
食
店
の
制
限
緩
和
の
影
響
も
あ
る
の
か
、
昨
年

の
同
じ
時
期
に
比
べ
る
と
飲
食
店
や
観
光
地
な
ど

も
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
終
息
に
向
か
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、

ニ
ュ
ー
ス
で
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い
て
の
話
題

ば
か
り
で
す
。 

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
海
外

で
は
感
染
者
数
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
日
本
で

も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
感
染
し
た
人
、
濃
厚
接
触
者
が

徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
の
付
き
合
い
は
今
年
も
続
き
そ
う
で
す
。
気
分

が
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
で
き

る
範
囲
で
楽
し
み
を
見
つ
け
、
今
年
は
何
か
新
し
い

こ
と
を
始
め
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

 

20日 広報委員会 書面開催 

 

３日 運営協議会 未定 

14日 理事会 神奈川自治会館 

28日 通常総会（予定） 神奈川自治会館 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から変更される場合があります。 

1月

2月

● 伝 ● 言 ● 板 ●

健康劇（健康まつり事業等支援事業） 
　本会では、保険者を支援する保健事業として健康劇（健康まつり事業等支援事業）があります。神
奈川県在宅保健師会「いちょうの会」の“いちょう座”が上演しており、住民の方々に寸劇をとお
して健康教育を行うことを目的としております。シナリオは新たに「糖尿病」が加わり全６作品で
す。興味のある保険者は本会保健事業課までお問い合わせください。
〈シナリオ〉 
１．演　目：「家族みんなで骨元気 !」（骨粗しょう症） 
２．演　目：「あなたの血管、元気？」（動脈硬化） 
３．演　目：「特定健診、受けて知ろう自分のからだ 

―転ばぬ先の健康チェック！―」 
　　 ①主婦編　　②自営業の主人編 

③子育て中のママ編 
４．演　目：「糖尿病予備群。脱出、成功!!」（糖尿病） 

※詳しくは「いちょうの会」ホームページをご覧ください 

問い合わせ先：保健事業課 保健事業係　TEL. 045-329-3462（直通）E-mail : hoken＠kanagawa-kokuho.or.jp
▲あなたの血管元気？▲



　本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償でおこな
っております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。 
※国保主管課及び保健師主管課のみ対象です。 

●お申し込み● 
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。 
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID･パスワードが必要です） 
ホームページアドレス　 

お問い合わせ先 
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通） 
Ｅメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp 

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp

今回ご紹介する機器は… 

「メタボリ先生（加速度脈波測定器）」

必要項目を入力！ 血管年齢は 45歳 !! 
実年齢プラス 7歳 !!果結

● 体験者の感想 ●
計測があっという間に完了したことに驚きました。自身の血
管年齢を知る機会は普段ないので、とても貴重な体験をし、今
回の結果をうけて、今後健康に気をつけようと考えさせられ
ました。

定測

●●●●●　血管年齢と肥満度をチェックします。　●●●●●

 
今回体験した
のは 

本会職員の 
H・Aさん!!

人差し指または中指の 
腹をセンサ―部に 
軽くのせて 

約20秒で測定 !!
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